施設処遇会議　議事録

と　き：H18.10.16　13:30～15:30

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：村田I.O.O秋山G.O.M・清水G.O.M・長谷部G.O.M・小松・佐々木・山田・山口・三浦・小笠原・原

（欠席者：C.E.O・江刺家I.O.O・小坂）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：三浦

議題

１：伊藤雄一様（青山荘入所者様）の処遇について

２：上岩英冶様（青風荘入所者様）の処遇について

３：鈴木励冶様（青明舎利用者様）の処遇について

１：伊藤雄一様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　合併症：なし

　＜今後の支援内容＞

　①服薬の確実な継続

　介入方法→・服薬ボードは本人管理とし、事務室前での服用から始め、1ヵ月後を目処に食堂での服用に移行する。

　　　　　　・本人は服薬している限り再発しないと理解しながらも、再発を心配していることから、デイケアの服薬教室や青山荘の学習会を通して、服薬や再発について理解を深める。また、個別面談の機会をつくり、不安や悩みを傾聴する場を設ける。　

　②食事・間食を含む、食に対する意識付けについて

　介入方法→・食べ物を大量購入し、一度に食べきる行為がある。その為、自炊を取り入れながら、食事内容の質や食の満足度を高め、QOLの向上につなげる。

　　　　　　・長期入院生活により、形成された生活習慣の改善を目的に、食事摂取などに食に関することは台所を利用し、飲み物はその都度冷蔵庫から取り出して飲む等、地域で生活しているということ（家庭生活）を覚えてもらう。

　③デイケア通所・グループ学習による対人関係技能の向上

　介入方法→・デイケアメンバーとのふれあいを通して、協調性や他者との付き合い方を学ぶ。

　　　　　　・地域で生活しているメンバーと交流を持つことで、地域生活への関心を持つ契機とする。

＜評価＞

　　他者と考え方が合わない、プライドが高いということから、入院中から対人関係の確立が出来ずにいた。しかし入所後、青山荘内・デイケア内では進んで他者交流を持つことが出来ている。青山荘入所にあたり本人はどう考えているのか、本当に病気を理解しているのか今後の青山荘での生活の中で把握する必要がある。本人は、独自の世界観を持ち、他者から縛られることを嫌っており、身勝手な言動を起こすことが、以前も再入院の契機となっている為、今後、非現実的な考えをもたせないような支援が必要。本人が本人らしい生活をする為、実社会の考え方を持たせる、引き入れる援助をすることが必要。

２：上岩英冶様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　合併症：難冶性胃潰瘍、白内障、糖尿病（18単位）、痛風（改善）

　＜問題点＞

1 糖尿病による食事制限・おやつ制限がありながら自覚がない。減量できているが、それにより良くなったと考えている為、間食が増加傾向にある。

介入方法→・食事は18単位を継続している。ここ数ヶ月の血糖値は78~79で経過。A1c1も安定してきている。

・時折、ジュースをまとめ買いしたり、果物やおやつを必要以上に購入してくる事があり、現在までの評価をし、買い物前におやつの購入の仕方をアドバイスしている。指導には、不機嫌となり独語されることはあるが、実行されている。

・姉への協力を求め、本人に要求されていも金銭を渡さないよう三者面談で要請している。

2 対人関係（コミュニケーション技術が未熟な為、スムーズな会話が出来ない。気に入らないことがあれば独語や相手を睨みつける。）

介入方法→・大きな声で独語することがあり、場合によってスタッフが声をかけ話を聞き、様子を確認する。

　　　　　・不機嫌なことがあると、テレビや他者に向かって独語や睨みつけたりする行為があり、エスカレートする場合はスタッフが介入している。

· 処方変更も含めて主治医と相談。症状悪化の場合は入院治療についても相談。

3 合併症通院治療の継続

介入方法→・家族との連携を図り通院治療を継続する。

　　　　　・定期的に主治医と情報交換しながら、今後の通院治療について連携していく。

＜評価＞

入所から1年後の春先に病状悪化し、増薬している。また、糖尿病への理解もなく、本人は「昔に治った」と話す。姉氏も糖尿病への理解が薄く、本人が金銭を要求すると渡している。姉氏が自分で出来ることとして、日赤受診の付き添いや、買い物、金銭面等を直接援助していることから、本人も姉氏への依存が強く、職員の指導を受け入れないこともある。以前は、パン等を購入し、夜間食べることがあったが、主食的な間食は現在減っている。今後、将来的な保護者は誰にするかが問題となってくる。本人への援助としては、糖尿病・食事・体重管理を主に、病状管理を行っていく必要がある。

３：鈴木励冶様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　合併症：なし

＜支援内容＞

1 安定した日常生活への支援

支援方法→・訪問による定期的な見守り（服薬の確認・金銭管理の助言、見守り・生活状況の確認）

2 日中活動支援

支援方法→・職場実習での作業状況の確認

　　　　　・職務遂行力の向上に関わるジョブコーチ的支援

　　　　　・職場環境の調整

　　　　　・事業主に対しての精神障害者理解に係る助言

＜評価＞

　本日より週5日2時間、パンションリヴィエラでの実習開始している。青山荘へは週2回の入浴と洗濯の際来荘されている。保護者である妹氏からは週に数回か、電話がきている様子。今後、青明舎では訪問の際、食事・生活状況の確認を継続し、行っていく。現在、不定期な訪問であるが、定期的な訪問へ変更する事とする。本人は青山荘入所中から社会適応しなくとも、自分なりの見解に固持してしまうことがある為、本人を認めた形での助言をする必要がある。

